
　

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
塩
原
の
大

山
供
養
田
植
」
が
５
月
25
日
、
東
城
町
塩

原
の
石
神
社
前
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

牛
馬
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る

こ
の
伝
統
催
事
は
、
平
成
14
年
に
国
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は

４
年
に
一
度
、
一
般
公
開
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
、
地
域
住
民
な
ど
１
０
０
人
以

上
が
参
加
。
早
乙
女
、太
鼓
を
打
つ
左
下（
さ

げ
）
の
田
植
踊
り
か
ら
始
ま
り
、
供
養
行

事
の
棚
く
ぐ
り
で
清
め
ら
れ
た
15
頭
の
牛

が
代
か
き
を
行
っ
た
後
、
小
奴
可
小
の
児

童
３
人
が
三
把
苗
持
（
さ
ん
ば
い
な
え
も

ち
）
役
を
務
め
、
左
下
と
早
乙
女
が
向
か

い
合
っ
て
田
植
え
唄
を
う
た
い
な
が
ら
太

鼓
田
植
を
行
っ
た
。

　

会
場
は
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の

観
客
が
、
伝
統
催
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、

山
間
の
集
落
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
子
を

カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
た
。

　

翌
26
日
に
は
供
養
札
を
多
飯
が
辻
山
の

大
仙
社
に
納
め
る
「
お
札
納
め
」
が
行
わ

れ
た
。

塩原 大山供養田植の
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１．飾鞍（かざりくら）などで飾られた牛が、門のように設置された
供養棚をくぐり清められる「棚くぐり」。 ２．頭取による口説きで進
行していく。 ３．６．８．天狗面の露払（つゆはらい）を先頭に、御幣

（ごへい）持ち、拍子木を持った頭取、滑稽な面を付けたササラスリ、
左下と早乙女が「田植踊り」を繰り広げる。 ４．牛の行列順を決める

「牛せり」。一番牛を取ろうと威勢のいい声が飛び交う。 ５．９．飾り
牛 15 頭による勇壮な「代かき」。 7．鍬代（くわじろ）を見守る「サ
ンバイヤシロ」。土を盛り上げて作り、田の神を迎える。 10．早乙女
が田植唄と左下の太鼓に合わせ、横一線に苗を植えていく「太鼓田植」。
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